








研究目的 

胎児発育遅延の出生前診断法の一環として従来より検討してきた pregnancy specific β 

globulim(PSβG,SP-1と同義)の妊娠中の動態と意義について,そのaccuracyを増大させる

ため更に症例を加えるとともに,同一症例について可及的seria1に追跡し,SFD妊娠におけ

る特有な pattern の解明を試みた。またあわせて,同一血清検体による HSAP の測定を行

い,PSβG との相関および ratio の検討によって polyparametric assessment の資料とする

ことを目的とした。一方,新らしい血清蛋白分画法として,SDS polyacrylamide ge1 による

disc 泳動(SDS-PAGE)を行い,妊娠週数による pattern の変動と児生下時体重との相関につ

いて若干の検索を試みた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


